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A Report on the New Pronunciation/Enunciation Class: 
“Pronunciation Clinic 2” 
This is a report on the new class, “Pronunciation Clinic 2”, which started in 
2017. Compared to the PC-program-based “Clinic 1”, “Clinic 2” aimed to check 
the pronunciation and enunciation of the students on a more one-on-one basis, 
and help improve their performance efficiently. The class focused on the weak 
forms and stop consonants and guided the students to get used to the sound 
transformation in fast spoken sentences. To improve enunciation, it was found 
quite effective to advise the students to first listen to the English sentences as 
music, and concentrate on the rhythm, stress and intonation, before reproduction.  
 Through a questionnaire at the end of the class, it could be observed that by 
getting used to these sound transformations, and learning to pronounce more 
smoothly, it helped to relieve the students from feeling poor in English 
proficiency. It also helped the teacher training students to go to their secondary 
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      題で英語力の問題ではないことを認識させ、コンプレックスを持た 
      せないようにする。 
 ３）文章で読むときは、まず、全体を、音楽を聴くように聞き、リズム 
      と音の高低を意識して、そのリズムと音の高低を崩さずにコピーす 
      るように指導する。 
 ４）テキストは、単語ではなく、文章を中心にして、連結、同化、消失 
      などを、明確に強調して編んであるもの、特に、破裂消失や子音連 
      続の練習問題が豊富なものを採用する。 
   （深澤俊昭著 『英語の発音パーフェクト学習事典』を使用した。） 
 ５）それぞれの学生の苦手を手当てする個別指導を含める。 
 ６）学生が慣れてきたら、やりがいがあって、負荷が高い、まとまった 




１）舌の動きを客観的に把握させるために、ゆるキャラの人形を舌になぞ    
    らえて動きを解説した。 
２）破裂消失の起こる上歯茎に舌が触れる stop consonant の状態のことを   







  常にポジティブな激励をした。 
６）r 音は母音と組み合わさる音はすぐにできるようになるが、それだけ 
   でなく、world のような、破裂消失と一緒に出てくるものまでできるよ 
   うに指導した。 
７）学生から希望を聴取し、希望した映画の場面を教材に用意して練習し 
   た。 
８）学生の希望の多かったメリル・ストリープのゴールデングローブ賞の 
   スピーチ（トランプ大統領の差別発言に抗議したもの）を最終課題とし 


















 （思っていた / 苦手とまでは言わないが、少しコンプレックスがあった   
 / 思っていなかった、から選択） 
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言語教育研究 第 10 号 
b) 一般的に、話者の英語の発音がよいとその人の「英語力全体が高い」と 
 いう連想を喚起されるか。（される / どちらともいえない / されない、 
 から選択） 
c）「英語の発音が苦手」と感じていた者は、そのことが英語に対する劣等 












































１）４→７  ２）３→６  ３）３→６  ４）６→８  ５）８→９ 
６）８→１０ ７）３→６  ８）４→８  ９）２→７  10)  ４→６ 
11) ３→７   12) ７→８    13) ６→７    14) ５→７    15) ３→５   
16) ２→８    17) ５→６    18) ３→６    19) ６→８    20) ３→６  











た/ 少し役立った/ どちらともいえない/ 役立たなかったから選択）には、
１８名がとても役立ったと回答し、５名が少し役立った、と回答した。 
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 ４）練習量についても質問した。 
 たくさん練習した、と答えたのは８名のみ、あとの１５名は、練習が不
足していたことを認めた。たくさん練習したにもかかわらず、舌の動きが
期待したほど向上しなかった、と答えた者が２名いた。練習が不足してい
た、とした者でも、練習によって舌の動きが非常に向上したと感じる、と
答えた者が８名いた。 
 
 自由記述欄には、ほとんどが回答をびっしり書いてあった。批判的なも
のはひとつもなく、どのような点が役立ったか、ということを詳述してく
れているものが多かった。まとめると、次のような点があげられていた。 
 
＊発音に特化した授業を受けられて嬉しい。稀有な機会であった。 
＊通常授業のような評価のプレッシャーなく、音に集中することで、楽し 
 く発音することができるようになり、向上心につながった。 
＊自分ではわからない改善すべきポイントを個別指導で指摘してもらえる 
 ことが非常に役立った。 
＊「意識」の持ち方を学習して、自学のスキルがあがった。 
＊出せない音が出せるようになった。 
＊教育実習前に受けられて自信がついた。 
＊慣れればできる、という実感が持てた。 
＊英語の発話について度胸がついた。 
＊「音楽好きは発音が向上しやすい」と聞いて、劣等感がなくなった。（や 
 はり、このコメントは学習にとってよい効果があることが確認できた） 
＊スピーチ課題が楽しく、自分が向上したことを実感できた。 
＊９０分授業にして個別指導の時間をもっと増やしてほしい。 
＊「練習問題」は自主的な宿題にすると、さぼってしまうので、評価課題
として課すとよい。（そうしたいのはやまやまであったが、４５分授業で１
４名の学生の個別指導をひとり１分半やるだけで、授業の半分が終わって
しまい、全体練習の時間も必要なため、前週の課題の達成度を個別に確認
する時間はもてなかった。） 
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授業報告：発音クリニック２ 
 
 
 全体的にみて、自由記述欄は、「受講前よりも自信がついた」ということ
を述べている記述が多かった。 
 
４. 結び 
 発音クリニック２は、概ね、目標通りに授業が進み、学生の満足度も、
程度の差はあれども、全体的には、達成感の感じられる授業であったよう
だ。コンプレックスを解消し、音の変化に「慣れる」ということを意識さ
せて、ナチュラルスピードのスピーチがスラスラと「言える」まで頑張ら
せた。もちろん、スタート地点の発音のよしあしから差があり、また、向
上の度合いにも差があった。しかし、みな、助言された点や、個別指導で
指摘された点は真摯に受け止め、よりよい発音で発話しよう、と熱心に努
力していた。「練習が不足していた」と自己評価した学生たちも、必ずしも、
客観的に不足していたわけではなく、テキストの練習問題でさぼった部分
はあったとしても、スピーチの前などは、かなり時間を割いて練習したは
ずである。 
 １点、問題点は、前期に行ったため、四年生は、授業の途中で教育実習
に出ることになり、戻ってきた時には、クラスの習熟度が進んでしまって
いて、少し戸惑った。また、三年でとれば、もっと実習に活かせた、とい
う声も多かった。そこで、２０１８年度は、後期に開講期を変更し、三年
生の後半で四年生の実習の準備ができるように配慮した。 
 ２０１８年度も引き続き、発音の向上に向けて個別指導を含む対面授業
を続けていく予定である。 
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